
 

  アンテナ・伝播研究専門委員会からのお知らせ 

  No.132/2018 年 2 月 
-------------------------------------------------------------------------------- 

「アンテナ・伝播研究専門委員会からのお知らせ」第132号をお届けします． 

 

【1】IJAWT2017開催報告 

2017 Indonesia-Japan Workshop on Antennas and Wireless Technology (IJAWT2017) が12/18 

(月)にインドネシア大学(デポック市)で開催されました．AP研国際二種研として初のインドネシア開催であり，

“Bridging the research on antenna, propagation and wireless technologies between Indonesia 

and Japan”をテーマに，IEEE MTT/AP-S Joint Chapter Indonesia Section，および，インドネシア大学

工学部との共催で開催されました．参加者は33名(日本9名，インドネシア24名)でした．会議では，日本側6

名，インドネシア側5名の講師による依頼講演，および，インドネシアの学生による17件のポスター講演が行わ

れました．審査の結果，3名の学生がStudents Awardに選出され，バンケットにて受賞式が執り行われました．

本 WS の 準 備 や

運 営 にご尽 力 い

ただきましたAP研

国際委員会の皆

様に感謝いたしま

す ． 次 回 IJAWT

は，西ジャワ州の

州都バンドンでの

開 催 を検 討 して

います．(例のジャ

カルタ・バンドン間

の高速鉄道，開通していますかね?開通していれば，ジャカルタからひとっ跳びです・・・．) 

【2】12月一種研開催報告 

12/14(木 )に，聖地機械振興会館で一種研が開

催されました．一般講演5件，アンテナの歴史委員会

特別講演1件，片木至先生追悼講演2件の合計8件

の発表がありました．また，専門委員会，AP研表彰式

(既報)，顧問会，IEEE AP-S Tokyo Chapter総会

が開催されました．後藤先生にはRLSAの発明と実用

化の経緯を熱く語っていただき，我々後輩へのエールを

いただきました．牧野先生のお話から，AP研が大酒呑

みであるルーツとして片木先生を筆頭に三菱の方々の

活躍が大であることを感じ取りました．野本様には，技術面から衛星通信用アンテナに貢献された数々の実

績をご紹介いただきました．盛りだくさんのAP研大忘年会，ご協力いただきありがとうございました． 



【3】怒涛の毎月WSシリーズ開催案内 

広川先生，笹森先生は好評につき再開催です．新規テーマのWSは満を持して，西村先生，道下先生，

市坪先生の登場です．タイトルからも分かるように各実行委員長も気合が入っていますので，ご期待ください．

太字WSの詳細はHPで．こんなに多いと，スタンプラリー，マイレージ制度の導入が必要かもしれません?! 

開催日 講師 テーマ 開催地 

2/22 広川二郎(東工大)  AWS-6「ﾐﾘ波平面ｱﾝﾃﾅの実際」 同志社大 

3/19 笹森崇行(北海学園大) WS-R23「ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾅﾗｲｻﾞを利用したｱﾝﾃﾅ測定の基礎と応用」 産総研臨海

4/16 西村寿彦(北大) WS-57「圧縮ｾﾝｼﾝｸﾞを用いたｱﾚｰ信号処理へのいざない」 東工大田町

4/26 道下直文(防衛大) WS-58「電磁ﾒﾀﾏﾃﾘｱﾙのｱﾝﾃﾅおよび電磁波制御への応用」 東工大田町

5/10-11 陳・石井・長・山田 KK-15「ｱﾝﾃﾅ伝搬基礎講座」 東工大 

5/25 市坪信一(九工大) WS-59「測ってわかる伝搬」 同志社東京

6/22 本間直樹(岩手大) WS-60「できる! 実践MIMOアンテナ(仮)」 東工大田町

7月 新井宏之(横浜国大)  WS-xx「ｷｬﾗｸﾀﾘｽﾃｨｯｸﾓｰﾄﾞ(仮)」 <準備中> 未定 

9/10 野口啓介(金沢工大)  WS-xx「基礎から理解する小形ｱﾝﾃﾅの動作原理」 (金沢) 

9-11月 福迫武(熊本大) WS-Rxx「円偏波ｱﾝﾃﾅの基礎」(九州支部共同主催) (福岡) 

【4】はたらくおじさん「国際委員会編」  

国際委員会は，これまでAP研執行部が担当していた国内外で開催される国際的な研究会の運営を，専

門に担当する委員会になります．学会の会員数が減少する中，海外会員増強，電子情報通信学会のステ

ータス向上のためのイベントは重要視されているため，国際的な研究会を積極的に進めるために設立されまし

た．現在，AWAP（韓国とタイ），VJISAP（ベトナム），MJWRT（マレーシア）と国数を増やしてきており，この12

月から上述のインドネシアとのIJAWTを開催することになりました．特に，現在，発展中の国と開催することによ

り，会議のスキルを高めてもらい，将来はISAPを開催できるようになってもらうことも，重要な役割です．学会だ

けでなく，その土地の一般の人とも仲良くなるような，様々なイベントを企画しております．今年は5月にダナンで

VJISAP2018が，7月にAWAP2018が開催されます．絶対に楽しいので，皆様，是非ご参加下さい． 

【5】今後の一種研開催案内 

次回の一種研は，群馬・草津温泉で，4月は八丈島です．5月は熊本大で電波伝搬オーガナイズドセッシ

ョンの予定です．退任執行部メンバの卒業式も兼ねています． 

【6】副委員長の戯言「アンテナのある風景」 

インドネシアの続編です．例によって、日本人街があるわけですが，そこで痛感するのは駐在員の偉大さです．

我々のような一見さんでも安心して愉しめるように文化が築かれています．日本人向けスーパー，日本語ツアー

デスク，寿司屋，日本食レストラン，そしてカラオケです．細心の注意をしていたにも関わらず，現地食のみで過

ごした初日の夜にピーしてしまった身としては，そこは砂漠の中のオアシスのような街であり身も心も癒されました．

今回は国際委員会榊原委員長，日景幹事の献身的準備のもと現地の文化を勉強した国際二種研でした．

最後に，成田帰国時に出迎えてくれたのは税関職員の意外な一言でした．「駐在の方ですか?」「あっ，いい

え・・」 あの尊敬すべき日本の駐在員殿に間違えられるとは・・・．【Q&A】さて問題です．1泊目のジョグジャカ

ルタではお酒を口にすることができませんでした．イスラム教の国としては珍しくはないのですが，ビール等は国内

で生産されています．今回お酒を飲めなかった理由はどれでしょうか? ①その都市が禁止されている，②店の

売り場面積が狭かった，③その年の生産分が無くなった．日本ではほぼ無い理由です．(前回の答え．インドネ

シアでのバイクの日本系メーカシェアは、何と③99.6%です．もう，全部です．ガイドの方に免許は何歳からです

か?と尋ねたら，「本当は17歳からだ」と教えてくれました．ほほぅ，素敵なお国柄ですね．ということで，サプライ

ズ・ハプニング満載のAP研国際二種研ですが，今後の榊原・日景プレゼンツに是非ご期待ください!!! 
〈問い合わせ先〉 
アンテナ・伝播研究専門委員会副委員長  山口 良 （ソフトバンク） 
E-mail：ap_ac-chair＠mail.ieice.org (AP研執行部のメールアドレス) 
AP-NET：AP研の最新情報を毎月メールにてお届けします!! 登録はAP研HPにて 
AP研HP：http://www.ieice.org/cs/ap/jpn/  
 


